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研究の動機・背景 

 

長年のノウハウを生かした調査。 

 

学校のグラウンドが多摩川の河川敷にある。 

 

最新の分析機器を用いた調査。 



分析手法の推移 

1970年代 1980年代 1970年代以前 2013年 

滴定・比色 

パックテスト 

分光光度計 



研究の目的 

多摩川の水質は全国１２７/１６５位。 

生態系の悪化、東京湾の汚染や赤潮 

多摩川の水質改善に必要な方策を考察。 

東京都環境局ＨＰより引用 

多摩川の汚染 
   ↓ 



多摩川の歴史 

１９６０年代から水質が悪化 
「死の川」と呼ばれる 

排水基準の厳格化や下水道の整備によって水
質が徐々に改善 

川が合成洗剤で埋め尽くされている。 
画像は東京都環境局HPより 

 



多摩川の施設 

羽村取水堰 
多摩川の水が玉川上水と本流に分岐する地点。 
 

調布堰 
東京湾からの海水の流入を遮断する。 

 

水再生センター 
流域の住宅からの下水を集めて処理し、 
きれいにして多摩川に流す施設。 



多摩川の地理 
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研究の手法 現地調査 



研究の手法 分析 

分光光度計を使用して分析 
分析項目はCODと硝酸態窒素 



分析項目の解説 
ＣＯＤ 
 水中の有機物を酸化するのに必要な酸素量。 

 値が高いほど水中の有機物の量が多い。 

 水質の代表的な指標。 

硝酸態窒素(NO3-N) 
 水中に存在する窒素のうち硝酸イオンとして     
 存在する窒素の量。 

 赤潮の原因となる。 



～COD値の推移～ 
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 ～NO3-Nの推移～  

0

2

4

6

8

10

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１１月 

１２月 

１月 

N
O

3
-N

(m
g
/
L
) 

羽村取水堰からの距離(km) 



研究成果 流入水域の水質 
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調査結果から分かること 

下水処理水 

汚染の進行と水再生センターの立地の関係 

流入水域と水質 

多摩川の水質汚染の原因は 



水質改善に向けて 
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下水道の普及はほぼ完了 

 

 

 

 

 

 

 
さらなる水質改善を目指すには？ 

東京都下水道局ＨＰより 

多摩川流域の下水道普及率 



さらなる水質改善に向けて 

 

② 下水処理の新技術の普及 

 

① 下水道管の分流化 

 

④ 排水基準の見直し 

 

③ 玉川上水の取水量制限 

  



日本下水道協会ＨＰから引用 

① 下水道管の分流化 
分流式 合流式 



② 下水処理の新技術の普及 

通常の処理よりNO3-N ・PO4
3-をさらに除去

できる高度処理の割合は約５０％。 

水再生センターの運用方法の改善や   
新技術の開発を進める必要がある。 



③ 玉川上水の取水量の制限 

羽村取水堰：玉川上水の取水堰 
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排水基準の見直し 

多摩川のさらなる水質改善が必要 

現在の基準で満足してはならない 



研究の総括 課題点 

冬季に限られたデータとなった。 

研究の方針がなかなか定まらず、      
一貫性のある調査が出来なかった。 
 
多摩川の水質調査は行政機関でも    
行われているため、新規性に欠けた。 
 



今後の展望 

調査対象・調査項目を見直し、       
既存の調査との差別化を図る。 
 

生物部と合同し、「化学」のみではなく   
「生物」の視点からも水質を分析する。 
 
今後も継続して研究を続けていく。 
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多摩川のようす 



多摩川 



水再生センター 



東京湾 ＣＯＤ 



東京湾の赤潮発生回数 


























